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　同
和
問
題
は
、
社
会
の
歴
史

的
発
展
の
過
程
で
つ
く
ら
れ
た

身
分
に
基
づ
く
差
別
に
よ
り
、

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
「
職

業
選
択
の
自
由
」
や
「
結
婚
の

自
由
」
な
ど
の
基
本
的
人
権
が

十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
、
重
大
な
社
会
問
題
で
す
。

同
和
地
区
の
有
無
や
同
和
地
区

出
身
者
か
ど
う
か
を
調
べ
る
身

元
調
査
、
差
別
発
言
、
差
別
落

書
き
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示

板
へ
の
差
別
的
な
書
き
込
み
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

　香
川
県
人
権
啓
発
推
進
会
議

で
は
、
同
和
問
題
の
解
決
を
自

分
自
身
の
課
題
と
し
、
差
別
は

絶
対
許
さ
な
い
と
い
う
意
識
を

徹
底
す
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ

な
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
人
権
を
大
切
に

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し
く

理
解
し
、
人
権
尊
重
の
意
識
を

持
つ
こ
と
、
そ
し
て
行
動
や
態

度
、
言
葉
で
表
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
同
じ
人
間
と
し

て
、
同
和
問
題
を
自
分
自
身
の

こ
と
と
考
え
、
す
べ
て
の
人
が

尊
重
さ
れ
、
差
別
の
な
い
明
る

い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

ふれあい人権の集い
「共に生きる」

講師　高橋　誠氏

　８月２日（火）

　午後２時～午後３時３０分

　　ふれあい文化センター

　　　　　  ☎２４−４１１３

人権教育講演会
「親と子の絆
　　　～１リットルの涙～」

講師　木藤　潮香氏

　８月２０日（土）

　午後１時３０分～午後３時２０分

　大野原会館

　人権課　 ☎２３−３９２８

人権啓発パネル展
豊浜支所

　８月１日（月）～５日（金）

大野原支所

　８月８日（月）～１２日（金）

本庁１階ロビー

　８月１９日（金） ～２６日（金）

　ふれあい文化センター

　　　　　☎２４−４１１３

同
和
問
題
に
正
し
い
理
解
と
認
識
を

未
来
へ
広
が
る

　み
ん
な
の
願
い

８
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
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　「
が
ん
ば
れ
観
音
寺
応
援
寄

附
金
」
と
は
「
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
」
を
活
用
し
、
ふ
る
さ
と

観
音
寺
を
応
援
し
た
い
、
心
の

ふ
る
さ
と
観
音
寺
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
思
い
を
寄
附
金
と
い

う
形
で
表
す
も
の
で
す
。
寄
附

を
す
る
と
、
現
在
住
ん
で
い
る

市
町
村
で
支
払
う
住
民
税
な
ど

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　市
民
の
皆
さ
ん
の
親
類
や
友

人
、
知
人
な
ど
に
広
く
こ
の
制

度
を
周
知
し
て
い
た
だ
き
、
全

国
か
ら
の
応
援
を
お
願
い
し
て

く
だ
さ
い
。

　次
の
事
業
の
財
源
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事

業
を
指
定
せ
ず
に
寄
附
さ
れ
る

場
合
は
、
そ
の
使
途
を
お
任
せ

い
た
だ
き
ま
す
。

①
未
来
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
　
　た
め
の
事
業

②
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　暮
ら
す
た
め
の
事
業

③
芸
術
文
化
の
伝
承
と
振
興
の

　
　
　
　
　
　
　た
め
の
事
業

　観音寺幼稚園と高室幼稚園、常磐幼稚園の統合

新幼稚園の園名が「観音寺市立観音寺幼稚園」に

決まりました。

　統合準備委員会において、地域の皆さんや保護

者から応募があった園名案を基に検討協議を重ね

て、３つの園名候補を教育委員会に報告しました。

教育委員会では、３つの園名案を尊重しながら審

議し、決定しました。

　８月１日（月）午前零時から、ＮＴＴドコモの緊

急速報「エリアメール」を利用した災害関連情報

が、無料で受信できるようになります。緊急情報

が配信された時点で観音寺市内に滞在するＮＴＴ

ドコモ（一部機種を除く）利用者の携帯電話へ、

情報が一斉配信されます。なお、サービスの申し

込みは不要ですが、受信設定が必要な機種があり

ますので、注意してください。

○ 気象庁が配信する緊急地震速報（震度４以上）等
○ 市が配信する避難情報等

　専用の受信音が流れバイブレー
ションが起動、メール内容が自動
的に画面表示されます。

ＮＴＴドコモ　インフォメーションセンター
☎０１２０ー８００ー０００まで

企画課　☎２３ー３９１７

「観音寺」（かんおんじ）

「観音寺中央」（かんおんじちゅうおう）

「琴弾」（ことひき）

応募総数１３３件

園名案数３３案

多数の応募、

ありがとうございました。

「観音寺市立観音寺幼稚園」は

平成２６年４月１日に開園予定です。

　　　　　　  　教育総務課　☎２３−３９３７

　寄
附
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
企
画
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
納
付
は
郵
便
振

替
ま
た
は
銀
行
振
り
込
み
、
現

金
書
留
、
納
付
書
払
い
の
い
ず

れ
か
で
お
願
い
し
ま
す
。

〒
７
６
８

−

８
６
０
１

（
住
所
記
載
不
要
）

観
音
寺
市
政
策
部
企
画
課
あ
て

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

　
　
　
　
　
　２３

−

３
９
２
０

Ｅ
メ
ー
ル

k
ik

a
k
u
@

city
.k

a
n
o
n
ji.lg

.jp
　一
万
円
以
上
の
寄
附
金
を
い

た
だ
い
た
人
に
は
、
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
ふ
る
さ
と
観

音
寺
の
特
産
品
を
贈
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.k

a
n
o
n
ji.

k
a
g
a
w

a
.jp

/

がんばれ観音寺応援寄附金

寄
附
金
の
使
い
道

全
国
か
ら
の
応
援
を

　
　
　

お
願
い
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
と
納
付
方
法

３つの園名候補
エリアメールにより配信される情報

エリアメールを受信すると

対応機種・受信設定についての問い合わせ先

問い合わせ先

８月１日から配信開始

観音寺市立観音寺幼稚園緊急速報「エリアメール」
統合幼稚園の園名が決定

お
礼
の
気
持
ち
を

　
　
　
　
　贈
り
ま
す

Ｆ

企画課　☎２３−３９１７
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自
治
基
本
条
例
制
定
に
む
け
て
②

～
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
ル
ー
ル
～

企
画
課

　☎
２３
ー
３
９
１
７

　「
ま
ち
」
に
は
、
道
路
や
河

川
、
公
園
、
建
物
な
ど
の
目
に

見
え
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
や
文
化
、

伝
統
、
教
育
な
ど
目
に
は
見
え

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
「
ま
ち
」
を
よ
り
良

く
す
る
こ
と
が
「
ま
ち
づ
く
り
」

で
す
。

　自
治
基
本
条
例
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定

め
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
「
市

は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の

た
め
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

行
政
運
営
を
行
う
」「
市
民
は
、

災
害
時
に
備
え
て
近
隣
同
士
で

助
け
合
う
自
主
防
災
組
織
の
充

実
に
努
め
る
」
な
ど
「
ま
ち
の

つ
く
り
方
」
を
定
め
ま
す
。

　「
公
共
施
設
や
道
路
を
い
つ

ど
こ
に
つ
く
る
か
」
な
ど
の
具

体
的
な
内
容
や
「
可
燃
ご
み
は

何
曜
日
に
」
と
い
う
よ
う
な
個

別
・
具
体
的
な
ル
ー
ル
を
定
め

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・まちづくりの基本理念と原則

・情報共有と市民参画の仕組み

・市民、議会、行政の役割分担と責務

・現行の地方自治制度

・まちづくりに関する制度と基本事項

　市
で
は
、
特
定
の
年
齢
に
達

し
た
女
性
に
、
子
宮
頸
が
ん
と

乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
と
検
診
手
帳
等
を
送
付
し
て

ク
ー
ポ
ン
券
の
利
用
法

　市
が
実
施
す
る
検
診
に
限
り

利
用
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
が

ま
だ
の
人
で
検
診
を
希
望
す
る

場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　子
宮
頸
が
ん
は
、
近
年
２０
歳

～
３０
歳
代
の
女
性
で
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
原
因
と
な
る
Ｈ

Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
）
の
感
染
防
止
が
期
待
で

き
る
ワ
ク
チ
ン
も
あ
り
ま
す
が
、

す
べ
て
の
タ
イ
プ
の
発
が
ん
性

Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
２
年
に
一
度
、

定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
自
分

の
か
ら
だ
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

平
成
２３
年
度
に
満
２０
歳
以
上

に
な
る
人
で
、
平
成
２２
年
度
に

検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

検
診
期
間  

９
月
３０
日
（
金
）
ま
で

検
診
場
所　
指
定
４
医
療
機
関

自
己
負
担
金

　

６９
歳
以
下
＝
２
、
１
０
０
円

　７０
歳
以
上
＝
５
０
０
円

注
意

　

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
の

上
、
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　集
団
検
診
は
、
１０
月
に
保
健

セ
ン
タ
ー
で
実
施
予
定
で
す
。

子宮頸がん検診対象者

年齢 生　年　月　日

２０歳 平成２年４月２日～平成３年４月１日

２５歳 昭和６０年４月２日～昭和６１ 年４月１日

３０ 歳 昭和５５ 年４月２日～昭和５６ 年４月１日

３５ 歳 昭和５０ 年４月２日～昭和５１ 年４月１日

４０ 歳 昭和４５ 年４月２日～昭和４６ 年４月１日

乳がん検診対象者

年齢 生　年　月　日

４０ 歳 昭和４５ 年４月２日～昭和４６ 年４月１日

４５ 歳 昭和４０ 年４月２日～昭和４１ 年４月１日

５０ 歳 昭和３５ 年４月２日～昭和３６ 年４月１日

５５ 歳 昭和３０ 年４月２日～昭和３１ 年４月１日

６０ 歳 昭和２５ 年４月２日～昭和２６ 年４月１日

子
宮
頸
が
ん

　
　
　
　医
療
機
関
検
診

子
宮
頸け
い
が
ん
と

              

乳
が
ん
検
診

自治基本条例

まちづくりの
基本的ルール

（まちのつくり方） これらを

整理して体系化

対
象
者

　平
成
２３
年
４
月
２０
日
現
在
、

市
内
に
住
所
を
有
し
、
左
表
に

該
当
す
る
女
性

い
ま
す
。

　検
診
の
受
診
を
促
し
、
が
ん

の
早
期
発
見
や
正
し
い
健
康
意

識
の
普
及
の
た
め
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

女性特有の
がん検診
保健センター　

　　　　　☎ ２３−３９６４
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男
女
共
同
参
画

「
男
女
共
同
参
画
」っ
て
誤
解
さ
れ
や
す
い
？

　男
女
共
同
参
画
と
は
、
性
別

に
か
か
わ
り
な
く
、
多
様
な
選

択
が
で
き
、
一
人
ひ
と
り
が
そ

の
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す

も
の
で
す
。
し
か
し
、
男
女
共

同
参
画
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、

女
性
の
た
め
だ
け
の
も
の
と
誤

解
さ
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る
よ

う
で
す
。

　例
え
ば
、
男
性
の
約
３
割
は

育
児
休
業
の
取
得
を
希
望
し
て

い
ま
す
が
、
実
際
の
取
得
率
は

１
・
７２
パ
ー
セ
ン
ト
（
平
成
２１

年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
）
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
に

追
わ
れ
、
望
ん
で
い
て
も
子
育

て
や
家
事
な
ど
、
家
庭
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
な
い
男
性
も
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
状
況

を
改
善
し
て
い
く
こ
と
も
男
女

共
同
参
画
の
ひ
と
つ
で
す
。

　ま
た
、
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
と
は
、
女
性
か
男
性
か
を
問

わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
性
の

差
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
生
物
学
的
な
性
の
違

い
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

上
で
、
性
の
違
い
が
そ
の
人
の

個
性
や
能
力
、
そ
し
て
仕
事
や

役
割
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　活
発
で
行
動
力
の
あ
る
女
性

も
い
れ
ば
、
き
ち
ょ
う
め
ん
で

繊
細
な
男
性
も
い
ま
す
。
男
女

の
差
だ
け
で
個
人
の
能
力
を
決

め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
一
人

ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
を
生
か

し
、
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

災
害
時
の
人
権
シ
リ
ー
ズ

　４

　
　
　
　台

　風

す
が
、
台
風
が
過
ぎ
去
っ
た
あ

と
は
風
雨
が
お
さ
ま
り
空
は
晴

れ
渡
り
ま
す
。
被
害
な
く
、
ほ

っ
と
し
た
す
が
す
が
し
い
気
持

ち
で
台
風
の
通
過
を
見
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
常
日
ご

ろ
か
ら
の
備
え
や
周
り
の
人
た

ち
を
思
い
、
支
え
あ
う
気
持
ち

を
大
切
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　台
風
が
上
陸
あ
る
い
は
接
近

す
る
と
、
強
風
や
大
雨
を
も
た

ら
し
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
被
害

が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
交
通

機
関
の
乱
れ
や
公
共
施
設
の
休

止
な
ど
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
ま

す
。　被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
に
は
事
前
に
対
策
を
立

て
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の

こ
と
わ
ざ
に
も
あ
る
よ
う
に
、

災
害
時
を
想
定
し
、
住
ま
い
の

立
地
条
件
な
ど
を
考
慮
し
、
家

屋
の
点
検
や
修
理
を
し
て
浸
水

等
に
も
備
え
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
普
段
か
ら
家
族
で
話
し
合

っ
た
り
隣
近
所
で
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
人
た
ち
の
状
況
を

把
握
し
た
り
し
て
、
適
切
な
助

け
合
い
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

お
互
い
の
理
解
を
深
め
て
お
く

こ
と
も
重
要
で
す
。

　最
近
の
台
風
は
地
球
温
暖
化

の
影
響
で
、
大
型
化
し
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
緑
化
運
動
や

節
電
な
ど
の
地
球
温
暖
化
防
止

の
取
り
組
み
に
も
心
が
け
た
い

も
の
で
す
。

　台
風
一
過
と
よ
く
言
わ
れ
ま

おめでとう
　　　ございます

平成２２年度
　　人権作品優秀賞

大野原小４年
大川　七鈴さん

観音寺中２年
増田　唯衣さん



6

６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

６月定例会の主な内容

１０日招集・会期１９日間
一般会計補正予算など原案可決

　平成２３年第２回定例会が６月１０日招集され、

２８日までの１９日間の会期で開かれました。

　専決処分の承認について（観音寺市国民健

康保険条例の一部を改する条例）など７議案

のほか一般会計補正予算として歳入・歳出予

算の総額に７，８０９万１千円を追加し総額を２

２９億８，８０９万１千円とする議案が提出され、

議案の提案理由の説明がありました。

　１６・１７日の２日間一般質問が行われ市当局

の考えをただしました。

　議案はそれぞれの常任委員会に付託され、

２０日から２２日にかけて慎重に審議を行いまし

た。

　また、最終日の２８日、追加議案として工事

請負契約の締結についての２議案が提出され

ました。

　議案は総務常任委員会に付託され、ただち

に総務常任委員会を開催し、慎重に審議を行

いました。

　本会議では、各常任委員会の委員長から付

託された議案などの審議結果の報告があり、

採決の結果すべての市長提出議案を原案のと

おり可決しました。

　また、陳情が３件継続審査となりました。

　なお、議案及び陳情の審議結果は、１１ペー

ジ「審議した議案等とその結果」のとおりで

す。

一般質問項目表
大 矢 一 夫

（民政クラブ）

個人質問

詫 間　 茂
（民政クラブ）

大 平 直 昭
（民政クラブ）

安 藤 忠 明
（公　明　党）

大久保隆敏
（市民クラブ）

・トライアスロン開催に伴う経済効果について
●公共施設の進捗状況及び課題について

●津波について
・地震について
・公共施設について
・耐震化について
・待機児童について
・水害対策について

・行政におけるネット活用について
・農業行政について
●競輪事業について
・水道料金の減免制度について

・市の防災対策について
●平成２２年度の決算状況について

●ため池防災について

●市役所新庁舎と新市民会館の設計者選定方法
について

・海ごみ対策ついて
・同報系デジタル防災行政無線について

・市地域防災計画について
●津波対策ついて
・地盤災害について
・防災行政無線について
・火災警報器設置事業について
・耐震改修促進計画について

●自主防災組織について

・台風２号の被害状況について
・安全・安心な災害に強い地域づくりについて
・地籍調査について
●公共工事入札制度と工事施工業者選定につい

て
・のりあいバスの運行改善について

・高齢者への施策について
●安心・安全なまちづくりについて
・子どもの教育環境について

●庁舎・市民会館の建設及び津波予想の広報記
事について

・耐震工事後の対応について
・幼保の経営方針について
・放射能検査体制と産業基盤の充実について

・高齢者対策について
・地域サロン活動支援事業について
●危機管理について

・地域防災計画及びハザードマップの見直しに
ついて

・市内の主たる公共施設への海抜表示及び津波
避難ビルの登録について

・公立学校の防災教育について
・エネルギー支援政策について
●被災者支援システムについて

●防災について
・財政について

●幼保一体化について

●小規模の老朽化した池について

・イベントの誘致について
●行政のネット活用について
・防災について

安 藤 康 次
（民政クラブ）

●印については、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載しています。

立 石 隆 男
（民政クラブ）

安 藤 清 高
（日本共産党）

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

篠 原 重 寿
（社会民主党）

石 山 秀 和
（公　明　党）

高 橋 照 雄
（無　所　属）

友 枝 俊 陽
（市民フォーラム）
原　 俊 博

（市民フォーラム）

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

井 上 浩 司
（民政クラブ）

黒川健太郎
（民政クラブ）
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　
　
　本
市
に
は
、
大
小
４
１

６
カ
所
の
た
め
池
が
点
在
し
て

い
る
。

　こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災

で
は
、
津
波
や
原
発
の
被
害
ば

か
り
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

震
源
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
福
島

県
須
賀
川
市
の
藤
沼
ダ
ム
が
地

震
に
よ
り
決
壊
し
た
。
こ
の
ダ

ム
は
貯
水
量
１
５
０
万
ト
ン
で

堤
体
は
セ
メ
ン
ト
を
注
入
し
た

改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
た
が
、

多
数
の
死
者
な
ら
び
に
農
業
用

施
設
に
被
害
が
出
た
。

　た
め
池
の
防
災
計
画
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
　
　現
在
、
国
営
総
合
農
地

防
災
事
業
に
よ
り
２６
カ
所
、
そ

の
他
た
め
池
整
備
事
業
で
１
４

３
カ
所
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　平
成
２３
年
度
か
ら
は
、
県
営

た
め
池
等
整
備
事
業
、
県
営
地

域
た
め
池
総
合
整
備
事
業
が
開

始
さ
れ
る
の
で
、
土
地
改
良
区

や
水
利
組
合
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
危
険
度
の
高
い
た
め
池
か

ら
順
次
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

　た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
に
つ
い
て
も
進
め
て
い
く
。

本
構
想
（
案
）
も
策
定
中
で
あ

る
。　新

庁
舎
の
基
本
構
想
（
案
）

の
策
定
は
、
９
月
末
、
新
市
民

会
館
に
お
い
て
は
、
１２
月
末
に

完
了
予
定
で
あ
る
。
新
庁
舎
建

設
計
画
実
施
に
伴
う
用
地
測
量

は
６
月
末
に
完
了
す
る
。

　新
市
民
会
館
等
建
設
検
討
委

員
は
、
利
用
者
団
体
を
含
め
、

学
識
経
験
者
、
市
民
公
募
者
な

ど
１５
名
程
度
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　本
市
に
押
し
寄
せ
る
津

波
の
高
さ
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
も

の
な
の
か
。

　
　
　香
川
県
津
波
被
害
想
定

調
査
に
よ
る
と
東
南
海
、
南
海

地
震
が
同
時
発
生
し
た
場
合
の

プ
ラ
ス
０
・
２
ｍ
水
位
上
昇
時

間
は
４
時
間
４５
分
で
、
最
大
津

波
高
は
、
０
・
７
ｍ
～
０
・
８

ｍ
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　市
で
は
、
平
成
１９
年
度

か
ら
２３
年
度
ま
で
の
５
カ
年
間

『
競
輪
事
業
収
支
改
善
計
画
』

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　収
支
改
善
計
画
も
最
終
年
度

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
現
状
と

今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

　
　
　収
支
改
善
計
画
期
間
に

お
け
る
決
算
及
び
決
算
見
込
み

は
、
平
成
１８
年
度
末
の
累
積
収

支
約
６
億
２
、
０
０
０
万
円
の

赤
字
で
あ
る
が
、
２１
年
度
末
に

は
、
約
５
、
５
０
０
万
円
の
黒

字
と
な
っ
て
い
る
。
２２
年
度
は
、

単
年
度
収
支
で
約
１
億
７
、
０

０
０
万
円
の
黒
字
で
あ
り
、
今

年
度
は
単
年
度
収
支
で
１
億
円

前
後
の
黒
字
を
見
込
ん
で
い
る
。

　債
務
状
況
は
、
２３
年
度
末
で

の
起
債
残
高
約
３
億
８
０
０
万

円
、
ま
た
延
納
を
認
め
ら
れ
て

い
る
Ｊ
Ｋ
Ａ
特
例
交
付
金
の
総

額
は
９
億
４
、
７
０
０
万
円
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　来
年
度
の
通
常
国
会
に
法
律

の
改
正
案
を
経
済
産
業
省
か
ら

上
程
す
る
予
定
だ
が
、
わ
れ
わ

れ
の
要
望
か
ら
程
遠
い
改
正
の

内
容
で
あ
れ
ば
そ
れ
に
対
応
し

た
決
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　平
成
２２
年
度
の
収
支
決

算
も
さ
る
５
月
３１
日
の
出
納
閉

鎖
を
も
っ
て
終
了
。
そ
こ
で
、

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の

収
支
決
算
の
状
況
を
伺
う
。

　
　
　一
般
会
計
の
決
算
状
況

は
、
歳
入
総
額
が
２
９
５
億
２
、

６
３
９
万
２
、
０
０
０
円
、
歳

出
総
額
は
２
８
７
億
２
、
４
０

０
万
７
、
０
０
０
円
で
あ
り
、

形
式
収
支
は
８
億
２
３
８
万
５
、

０
０
０
円
の
黒
字
。
こ
の
形
式

収
支
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
の
１
億
３
、
８
１
６

万
９
、
０
０
０
円
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
は
６
億
６
、
４
２

１
万
６
、
０
０
０
円
の
黒
字
と

な
る
。
ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、

昨
年
度
ま
で
赤
字
の
公
共
下
水

道
事
業
会
計
を
含
め
、
今
年
度

は
特
別
会
計
す
べ
て
が
黒
字
と

な
る
。

　
　
　新
庁
舎
・
新
市
民
会
館

の
現
在
の
進
捗
状
況
は
、
利
用

者
団
体
や
、
市
民
を
含
め
た
検

討
委
員
会
を
立
ち
あ
げ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　市
議
会
の
第
９
回
公
共

施
設
等
整
備
調
査
特
別
委
員
会

で
、
現
在
の
市
民
会
館
跡
地
へ

の
改
築
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
本
年
４
月
に
設
置
さ
れ

た
庁
舎
等
整
備
課
を
中
心
に
、

市
職
員
で
構
成
さ
れ
た
新
庁
舎

等
建
設
庁
内
検
討
委
員
会
作
業

部
会
な
ど
に
お
い
て
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
よ
う
な
理
念
に

基
づ
き
新
庁
舎
の
基
本
構
想

（
案
）
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。
併
せ
て
新
市
民
会
館
の
基

答
弁

質
問

　

　
  質 

問
答
弁

と

個
人
質
問

大
矢　

一
夫

公
共
施
設
の
進
捗
状
況
及
び

課
題
に
つ
い
て

安
藤　

忠
明

井
上　

浩
司

津
波
に
つ
い
て

競
輪
事
業
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

黒
川
健
太
郎

平
成
２２
年
度
の
決
算
状
況
に

つ
い
て

質
問

大
久
保
隆
敏

た
め
池
防
災
に
つ
い
て

質
問

答
弁
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　①
豪
雨
対
策

　５
月
２９
日
の
豪
雨
に
よ
り
、

床
下
浸
水
が
市
内
で
５６
戸
（
一

ノ
谷
４２
戸
）
発
生
。
県
管
理
河

川
一
の
谷
川
は
、
石
積
み
護
岸

の
崩
壊
、
古
川
・
吉
岡
で
の
越

水
状
態
と
な
っ
た
。
改
修
に
向

け
て
、
県
へ
の
働
き
か
け
を
含

め
、
市
と
し
て
の
対
応
策
は
。

②
震
災
対
策

　４
月
よ
り
個
人
住
宅
へ
の
耐

震
診
断
、
補
強
工
事
へ
の
補
助

を
始
め
た
。
概
要
と
、
対
象
と

な
る
家
屋
数
、
市
民
か
ら
の
反

応
。
制
度
活
用
に
む
け
て
、
今

後
の
対
策
は
。

　
　
　①
一
の
谷
川
は
、
下
流

部
黒
渕
本
大
線
ま
で
改
修
済
み

だ
が
、
上
流
側
の
計
画
は
廃
止

状
態
。
地
元
住
民
か
ら
も
事
業

再
開
を
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　東
日
本
大
震
災
の
惨
状

を
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
ま
し
た
。

よ
っ
て
統
合
教
育
施
設
（
ク
ラ

ボ
ウ
跡
地
）
に
対
す
る
防
災
対

策
と
し
て
１
ｍ
の
盛
土
、
嵩
上

を
提
案
す
る
。
津
波
で
１
ｍ
は

浸
水
す
る
と
予
測
、
予
想
さ
れ

る
こ
と
に
対
し
て
で
き
る
だ
け

ハ
ー
ド
面
で
カ
バ
ー
す
る
の
が

行
政
と
し
て
の
危
機
管
理
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
だ
と
考

え
る
。
本
市
の
も
っ
と
も
人
口

密
集
地
帯
の
な
か
で
地
震
が
起

こ
り
、
家
屋
が
倒
壊
す
る
な
か

で
災
害
弱
者
で
あ
る
障
害
者
、

高
齢
者
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

の
避
難
場
所
と
し
て
の
統
合
教

育
施
設
は
、
充
分
な
津
波
対
策

を
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　津
波
高
さ
は
０
・
８
ｍ

を
想
定
し
て
い
る
、
現
在
の
と

こ
ろ
防
潮
壁
も
そ
れ
に
耐
え
う

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
新
統

合
教
育
施
設
の
設
計
変
更
に
つ

い
て
は
、
国
、
県
の
高
潮
対
策

に
お
い
て
大
丈
夫
だ
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
進
め
た
い
。
な
お
、

国
、
県
の
防
災
計
画
の
見
直
し

が
あ
れ
ば
、
で
き
る
範
囲
で
見

直
し
て
い
く
。

　
　
　自
主
防
災
組
織
の
結
成

状
況
な
ど
現
状
に
つ
い
て
、
伺

う
。

自
主
防
災
組
織
整
備
に
つ
い
て
、

１
．
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
協
力
体
制
。

２
．
初
期
消
火
用
資
機
材
配
布
。

３
．
防
災
訓
練
な
ど
の
指
導
。

　以
上
３
点
に
よ
っ
て
、
災
害

の
軽
減
が
で
き
る
と
思
う
が
、

整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　現
在
、
自
主
防
災
組
織

数
は
、
１
４
４
組
織
で
あ
る
。

こ
の
内
毎
年
２０
組
織
ほ
ど
が
、

三
観
広
域
南
消
防
署
へ
訓
練
依

頼
を
し
、
他
に
独
自
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
団
体
も
あ
る
。
資

機
材
は
、
結
成
時
に
、
世
帯
数

に
応
じ
て
助
成
し
て
い
る
。

　組
織
整
備
に
つ
い
て
は
、
消

防
団
Ｏ
Ｂ
の
方
々
を
中
心
と
し

た
活
動
が
必
要
で
あ
る
。
初
期

消
火
用
資
機
材
の
配
付
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
困
難
で
消

防
団
と
の
連
携
の
中
で
、
検
討

し
た
い
。
ま
た
、
消
防
署
や
消

防
団
と
の
連
携
で
、
防
災
訓
練

を
す
る
よ
う
啓
発
し
た
い
。

　大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
は

公
的
機
関
の
救
助
活
動
に
は
限

界
が
あ
り
、
自
助
と
共
助
の
活

動
が
、
災
害
軽
減
に
つ
な
が
る
。

　
　
　市
が
発
注
す
る
公
共
工

事
は
、
指
名
競
争
入
札
（
発
注

者
か
ら
指
名
さ
れ
た
者
だ
け
が

入
札
に
参
加
で
き
る
制
度
）
お

よ
び
制
限
付
一
般
競
争
入
札

（
１
億
円
以
上
の
大
型
工
事
が

対
象
）
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　契
約
手
続
き
の
よ
り
一
層
の

透
明
性
、
競
争
性
、
お
よ
び
公

平
性
の
確
保
に
努
め
不
正
行
為

の
防
止
を
図
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
。
業
者
選
定
や
下
請
施
工

す
る
場
合
は
、
市
内
業
者
へ
の

下
請
優
先
発
注
に
努
め
る
よ
う

求
め
る
。

　
　
　市
経
済
の
活
性
化
お
よ

び
市
内
業
者
の
育
成
観
点
か
ら
、

す
べ
て
の
工
事
に
つ
い
て
、
可

能
な
限
り
市
内
業
者
の
受
注
機

会
の
確
保
に
努
め
て
お
り
、
ま

た
落
札
業
者
に
は
、
市
内
業
者

へ
の
下
請
優
先
発
注
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　入
札
監
視
委
員
会
は
、
設
置

し
て
い
な
い
。
入
札
談
合
に
関

す
る
情
報
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

入
札
審
査
委
員
会
の
審
議
に
よ

り
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は

公
正
取
引
委
員
会
へ
通
報
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　公
共
施
設
の
設
計
者
の

選
定
方
法
と
し
て
、
公
募
な
ど

に
よ
り
複
数
の
者
か
ら
企
画
提

案
書
を
審
査
し
、
最
良
の
提
案

を
し
た
設
計
者
を
選
定
す
る

「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」
を
採

用
す
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て

い
る
。
従
来
の
競
争
入
札
で
は
、

設
計
料
と
い
う
価
格
の
競
争
で

あ
り
、
満
足
の
い
か
な
い
結
果

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　現
在
計
画
中
の
市
役
所
新
庁

舎
、
新
市
民
会
館
の
設
計
者
の

選
定
方
法
に
は
、
こ
の
「
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
」
が
適
し
て
い

る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　最
近
の
設
計
者
選
定
に

つ
い
て
は
、
設
計
料
の
多
寡
に

よ
る
選
定
方
式
に
よ
っ
て
の
み

設
計
者
を
選
定
す
る
の
で
は
な

く
、
設
計
者
の
創
造
性
、
技
術

力
、
経
験
な
ど
を
適
正
に
審
査

の
上
、
設
計
業
務
の
内
容
に
最

も
適
し
た
設
計
者
を
選
定
す
る

「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」
を
採

用
し
て
い
る
自
治
体
が
見
受
け

ら
れ
る
。
ど
の
方
式
も
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、

十
分
に
検
討
し
て
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
決
め
た
い
。

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

篠
原　

重
寿

安
心･

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

質
問

答
弁

立
石　

隆
男

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

質
問

質
問

安
藤　

清
高

公
共
工
事
入
札
制
度
と

工
事
施
工
業
者
選
定
に
つ
い
て

質
問

安
藤　

康
次

津
波
対
策
に
つ
い
て

大
平　

直
昭

質
問

市
役
所
新
庁
舎
と
新
市
民
会
館

の
設
計
者
選
定
方
法
に
つ
い
て
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

本
河
川
と
交
差
す
る
国
道
１１
号

拡
幅
事
業
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

県
へ
事
業
の
再
開
を
強
く
要
望

し
て
い
る
状
況
。

②
現
在
ま
で
の
問
い
合
わ
せ
１８

件
、
申
込
３
件
。
対
象
と
な
る

昭
和
５６
年
以
前
の
建
物
は
１
万

６
千
棟
。
今
後
の
利
用
拡
大
に

つ
い
て
は
、
市
Ｈ
Ｐ
、
広
報
紙

な
ど
で
周
知
広
報
を
図
る
。

　
　
　庁
舎
・
市
民
会
館
の
建

設
位
置
判
断
、
お
よ
び
建
設
の

財
源
～
合
併
特
例
債
の
記
載
と
、

東
南
海
・
南
海
地
震
の
津
波
対

策
の
記
載
に
つ
い
て
、
１
つ
に

は
市
民
会
館
の
建
設
位
置
判
断

に
つ
き
、
現
状
に
お
い
て
は
そ

の
交
通
環
境
の
不
備
不
足
が
あ

り
、
そ
の
解
消
が
必
須
で
あ
る

伊
丹　

準
二

庁
舎
・
市
民
会
館
の
建
設
及
び

津
波
予
想
の
広
報
記
事
に
つ
い
て

質
問

こ
と
と
し
た
議
会
で
の
議
論
に

つ
い
て
の
記
載
の
な
い
こ
と
。

２
つ
に
は
、
そ
の
財
源
に
あ
て

る
合
併
特
例
債
の
記
載
に
つ
き
、

非
常
に
有
利
で
あ
り
、
低
負
担

を
う
た
い
、
市
民
の
財
政
に
対

す
る
素
朴
な
不
安
に
対
し
て
の

疑
問
に
答
え
て
な
い
こ
と
。
ま

た
、
東
南
海
・
南
海
地
震
の
津

波
対
策
の
記
載
に
つ
い
て
の
縮

尺
の
相
違
に
よ
る
、
過
度
の
安

心
感
を
与
え
か
ね
な
い
こ
と
な

ど
の
記
載
の
不
備
と
思
わ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の

か
。　

　
　広
報
紙
の
記
載
に
つ
い

て
は
、
市
民
に
対
し
て
の
理
解

を
得
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
数

字
、
図
に
つ
い
て
も
誤
解
の
な

い
よ
う
に
今
後
と
も
更
に
注
意

を
図
り
、
記
載
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　四
国
で
も
近
い
将
来
、

東
南
海
、
南
海
地
震
が
発
生
す

る
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
改
め

て
危
機
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

　阪
大
微
研
が
２
年
後
の
創
業

を
目
指
し
て
瀬
戸
町
の
柞
田
川

沿
い
に
建
設
を
進
め
て
い
る
が
、

３
５
０
件
あ
る
住
宅
地
よ
り
１

メ
ー
ト
ル
５０
以
上
の
擁
壁
を
た

て
、
か
さ
あ
げ
し
て
い
る
。
統

合
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所

を
計
画
し
て
い
る
ク
ラ
ボ
ウ
跡

地
を
防
災
拠
点
、
避
難
所
と
し

て
阪
大
微
研
と
同
じ
よ
う
に
安

全
な
場
所
に
で
き
る
の
か
を
伺

う
。　

　
　統
合
小
学
校
は
、
擁
壁

は
設
置
し
な
い
が
校
舎
棟
の
床

面
の
高
さ
は
、
周
辺
道
路
か
ら

排
水
勾
配
を
と
り
１
・
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
高
く
し
て
防
災
拠
点
、

避
難
所
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
に
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
盤
高
に
つ
い
て
も
子
ど
も
た

ち
の
安
全
性
と
日
常
的
に
使
用

す
る
利
便
性
を
考
え
た
高
さ
を

計
画
し
て
い
る
。

　
　
　本
シ
ス
テ
ム
は
、
災
害

発
生
時
の
住
民
基
本
台
帳
の
デ

ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
被
災
者
台
帳

を
作
成
、
被
災
状
況
を
入
力
し
、

罹
災
証
明
書
の
発
行
、
支
援
金

な
ど
の
受
付
、
救
援
物
資
の
管

理
、
仮
設
住
宅
の
入
退
居
な
ど

を
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
が
無
料
で

開
放
さ
れ
て
お
り
、
導
入
経
費

が
安
く
済
む
。
住
民
の
安
全
・

安
心
を
第
一
義
と
考
え
る
観
点

か
ら
、
是
非
と
も
導
入
を
提
案

す
る
が
、
当
局
の
答
弁
を
求
め

る
。　

　
　被
災
者
情
報
な
ど
の
把

握
や
避
難
所
の
入
退
所
情
報
、

仮
設
住
宅
の
管
理
、
被
災
者
証

明
や
家
屋
罹
災
証
明
の
発
行
な

ど
の
業
務
を
、
円
滑
か
つ
迅
速

に
実
施
す
る
う
え
で
、
本
シ
ス

テ
ム
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

　本
市
に
導
入
す
る
に
は
、
サ

ー
バ
な
ど
機
器
の
整
備
、
シ
ス

テ
ム
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
や
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
、
住
民
基
本
台
帳
シ

ス
テ
ム
と
の
デ
ー
タ
連
携
な
ど

が
必
要
で
あ
る
。
費
用
面
も
勘

案
し
、
本
市
に
応
じ
た
円
滑
な

導
入
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　本
市
の
学
校
建
設
予
定

地
、
ク
ラ
ボ
ウ
跡
地
は
地
震
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
津

波
浸
水
予
測
１
ｍ
以
上
２
ｍ
未

満
と
な
っ
て
い
る
。
財
田
川
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
浸
水

予
測
２
ｍ
～
５
ｍ
未
満
と
な
っ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
市
内
で
は

最
大
浸
水
予
測
区
域
で
あ
る
。

そ
し
て
液
状
化
危
険
度
が
高
い

区
域
に
も
接
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
の
谷
川
の
満
潮
時
の
水
面
よ

り
低
地
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
防
災
上
、
問
題
の

あ
る
土
地
へ
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
専
門
家
の
検
証
を
う
け
市

民
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
伺
い
た
い
。

　
　
　計
画
を
見
つ
め
直
し
た

ら
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
検
討
し
た
い
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
国
、
県
の
動
向

を
見
た
い
。

答
弁

石
山　

秀
和

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

高
橋　

照
雄

防
災
に
つ
い
て

質
問

答
弁

詫

間　

茂

危
機
管
理
に
つ
い
て

質
問

▲現在の庁舎
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　平
成
１６
年
の
風
水
害
後
、

里
池
に
つ
い
て
、
質
問
し
て
い

る
。
あ
れ
か
ら
６
年
あ
ま
り
経

過
し
て
い
る
が
、
進
展
が
な
い
。

①
現
状
把
握
調
査
の
経
過
説
明

を
伺
う
。
②
調
査
し
た
中
か
ら
、

２
～
３
カ
所
の
状
況
説
明
を
伺

う
。
③
受
益
者
か
ら
、
引
き
取

り
の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
、
本

市
の
考
え
を
伺
う
。
④
受
益
者

の
自
然
消
滅
、
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
責
任
の
所
在
は
ど
う

な
る
の
か
伺
う
。

　
　
　①
県
が
平
成
１６
年
度
に

７
０
０
ト
ン
以
下
の
た
め
池
４８

カ
所
に
つ
い
て
調
査
を
し
た
内

容
は
、
堤
体
、
洪
水
吐
、
取
水

施
設
な
ど
の
現
状
調
査
と
管
理

状
況
、
改
修
経
歴
お
よ
び
貯
水

状
況
で
あ
る
。
②
大
部
分
の
た

め
池
は
、
堤
体
の
法
面
に
亀
裂

が
な
く
、
陥
没
カ
所
も
見
え
ず
、

良
好
な
管
理
が
で
き
て
い
る
。

特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
池
は

な
い
。
③
受
益
者
が
維
持
管
理

を
す
る
の
が
、
責
務
で
あ
る
と

思
う
の
で
寄
付
を
受
け
る
こ
と

は
な
い
。
④
受
益
者
が
な
く
な

っ
た
場
合
、
地
域
内
で
協
議
が
、

必
要
で
あ
る
。

　
　
　東
日
本
大
震
災
発
生
時
、

携
帯
通
話
、
メ
ー
ル
が
麻
痺
し

た
中
で
も
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
機

能
し
続
け
た
。
こ
の
こ
と
を
背

景
に
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
震
災
以

降
、
爆
発
的
に
普
及
を
し
た
。

全
国
や
世
界
に
向
け
て
の
情
報

発
信
は
本
市
に
と
っ
て
マ
イ
ナ

ス
で
は
な
い
。
情
報
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
、
本
市
も
取
り
残
さ

れ
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
き
、

一
歩
進
ん
だ
ネ
ッ
ト
活
用
へ
と

転
換
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
導
入
を
強
く
提

案
す
る
。
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　現
在
、
県
内
に
お
い
て

は
、
坂
出
市
が
４
月
か
ら
、
高

松
市
が
６
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
情
報
提
供

を
始
め
て
い
る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
情
報
提

供
手
段
と
し
て
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　議会の活性化および議員活動に活かすことを目的に、下記の内

容で先進地視察を実施しました。

平成２３年５月１６日～１８日

薩摩川内市…農業公社の概要

　　　　　　市営住宅指定管理者制度について

　　　　　　まちづくり公社の概要

指宿市………道の駅「いぶすき」の建設の経緯

　　　　　　と運営の実態について

鹿屋市………かのやブランド創出プランについて

鹿屋市（柳谷）・「行政に頼らない集落づくり」やねだんの取り組みについて

委員長　大平直昭、副委員長　安藤康次

委　員　大賀正三、大久保隆敏、原　俊博、篠原重寿、大矢一夫、井上浩司

日　　時
場所・事項

参  加  者

　
　
　国
の
子
ど
も
子
育
て
新

シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
に
お
け
る
、

幼
保
一
体
化
の
議
論
が
深
ま
っ

て
い
る
中
で
、
幼
保
一
体
化
の

流
れ
は
確
か
な
も
の
で
あ
る
。

高
松
市
に
お
い
て
は
、
幼
保
一

体
化
に
い
ち
早
く
取
り
組
み

「
高
松
型
こ
ど
も
園
」
が
開
園

し
、
行
政
窓
口
も
幼
稚
園
に
関

す
る
こ
と
を
、
教
育
委
員
会
か

ら
分
離
さ
せ
、
就
学
前
の
子
ど

も
に
関
す
る
こ
と
は
、
子
育
て

支
援
課
で
統
括
し
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
は
、
統
合
保
育
所
、

幼
稚
園
の
建
設
計
画
が
進
ん
で

い
る
が
、
幼
保
一
体
化
の
方
向

性
を
早
く
示
し
、
行
政
窓
口
も

高
松
市
の
よ
う
に
、
一
本
化
す

れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　本
市
も
幼
保
一
体
化
の

流
れ
に
つ
い
て
は
、
十
分
理
解

を
し
て
い
る
が
、
国
で
の
具
体

策
が
で
て
い
な
い
為
、
す
ぐ
に

取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
十
分
に
対
応
は
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
就

学
前
の
こ
ど
も
た
ち
に
関
す
る

窓
口
業
務
の
一
本
化
は
今
現
在

は
考
え
て
い
な
い
。
国
の
動
向

を
十
分
に
見
極
め
て
か
ら
判
断

し
て
い
く
。

答
弁

五
味　

伸
亮

行
政
の
ネ
ッ
ト
活
用
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

原　

俊

博

小
規
模
の
老
朽
化
し
た
池

に
つ
い
て

質
問

友
枝　

俊
陽

幼
保
一
体
化
に
つ
い
て

質
問

建設経済委員会の行政視察の報告

▲薩摩川内市役所

▲道の駅「いぶすき」
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果
●第２回（６月）定例会

議会からのお知らせ
●次回の定例会は９月の予定です。本会議はだ

　れでも傍聴できます。

●本会議の録画映像をインターネット配信して

　います。いつでもご覧いただけますので、ご

　利用ください。

　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

　　

広 聴 広 報 委 員 会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

◆委 員 長　篠 原 重 寿 　　　◆副委員長　大 平 直 昭

◆委　　員　西 山 正 勝 　　　◆委　　員　安 藤 清 高

◆　　〃　　　石 山 秀 和 　　　◆　　〃　　　井 上 浩 司

◆　　〃　　　安 藤 康 次 　　　◆　　〃　　　友 枝 俊 陽

〒768-8601　観音寺市坂本町一丁目１番 1 号　
　　　　　　☎ 23−3913　FAX23−3914
　　　　　　Ｅメール gikai@city.kanonji.lg.jp

議会報告会のお礼

　市民のみなさまに議会への関心を持っていただくとともに、市政及び議会に対する理解を深めて

いただくため、今回は５月１０日豊浜中央公民館・１１日大野原中央公民館・１３日市民会館とより多く

の方が参加できるよう３会場で開催いたしました。夕刻の大変お忙しい中、市民のみなさまをはじ

め近隣の市町からもご来場いただき大変ありがとうございました。豊浜５２人、大野原６９人、観音寺

９５人と多数の来場者があり、議長のあいさつ、各常任委員会からの説明の後、活発な意見交換を行

うことができました。

　また、会場でアンケート調査を実施（結果は、ホームページに掲載中）しましたところ豊浜３１件、

大野原５３件、観音寺６１件、の提出があり、その中では、報告会に対する意見や要望、さらに議会活

動に対する批判や激励の意見をいただきました。

　市議会では、これらの意見を真摯に受け止め、次回の議会報告会や今後の議会活動に活かしてま

いりたいと思いますので、今後ともよろしくお願い申しあげます。

観音寺市議会　

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
専決処分の承認について（観音寺市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認（反対１人）

専決処分の承認について（観音寺市税条例の一部を改正する条例） 承　　認

観音寺市税条例の一部改正について 原案可決

観音寺市子ども医療費助成に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市母子家庭等医療費助成に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市重度心身障害者等医療費助成に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市公共下水道事業根幹的施設の建設工事委託に関する協定の締結について 同　　意

平成２３年度観音寺市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

工事請負契約の締結について（観音寺中学校校舎耐震・大規模改修建築主体工事（Ⅱ期）） 同　　意

工事請負契約の締結について（中部中学校校舎等改築事業　武道場棟　建築主体工事） 〃

※陳情
「所得税法第５６条の廃止」の意見書採択を求める陳情書 継続審査

治安維持法犠牲者国家賠償法の制定に関する陳情書 〃

住宅リフォーム助成制度創設を求める陳情書 〃
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　テクノ・インフォメーション・クラブ（ＴＩＣ会）
と観音寺市はＬＥＤ蛍光灯寄贈に係る協定を締結し
ました。瀬戸
町の50カ所の
街路灯をＬＥ
Ｄ管に交換。
３年間、維持
管理や実用性
の検証が行わ
れます。

12

　水道についての理解を深めようと茂木浄水場の一
般公開があり、小学生の親子連れらが見学しました。
約30分で施設内を見学し、職員の説明を聞いたり安
全でおいしい水ができる様子を熱心に見入ったりし
て水の大切さを再認識。水道週間期間中、４年生の
ポスターや習字の作品の展示もありました。

　伊吹小学校と河内小学校の田植えの交流がありま
した。植え方の説明を聞いた後、全員が一列に並び、
等間隔に植え付けます。次に苗を高く投げて植え付
ける空中田植えを体験。「大きくなあれ」とみんな
で声をかけながら楽しそうに植えていました。海の
学校と山の学校の交流事業は12年目を迎えました。

大切な水について勉強したよ 海の学校と山の学校の交流6 8

　中米のホンジュラス共和国の小学校で、青年海外
協力隊員として２年間算数科の指導を行う三宅康仁
さんとＪＩＣＡ国際協力推進員が、白川市長を表敬
訪問しました。三宅さんは「子どもたちや先生方、
多くの人たちとのふれあいを大切にし、算数科教育
が向上するよう協力したい。楽しい授業をしたい」
と、出発を前に意欲を語りました。

　水色やピンクなど約３，０００株のアジサイが咲き誇
る粟井神社境内で、踊りや俳句展、お茶会などが催
された粟井あじさい祭り。地元や県内外から多くの
人が訪れ、散策やイベントを楽しむ姿が見られまし
た。梅雨の風情を楽しもうと、毎年訪れる人もいる
ようです。

２年間、精一杯活動してきます 色とりどりのアジサイに囲まれて15
6

6 5

19
6

　大規模災害時に市が指定する避難所等へミネラル
ウオーターを迅速に提供していただく協定を、四国
物産株式会社と締結し、調印式を行いました。

CO2削減とコスト削減の効果に期待23
6 水の提供協定を結ぶ17



13

　観音寺幼稚
園でプール開
きがありまし
た。琴弾学習
（体験学習）
に来ていた観
音寺中学校３
年生４人と一緒に年少組からプールの中へ。あいに
くの曇り空で、３・４歳児は足だけ水につかりまし
たが、５歳児は「つめたい、つめたい」と言いなが
らも、水をかけ合って楽しんでいました。プールの

後は、お兄さ
んやお姉さん
と一緒に遊び、
盛りだくさん
の一日を過ご
しました。

13

「水がつめたーい」「たのしいね」

　「伊吹島クルーズと島歩き」ツアーが行われ、20
人が参加しました。「伊吹島を愛する会」代表三好
さんの案内で、イリコ加工場や伊吹八幡神社、伊吹
産院跡などさまざまな名所を見学。また、新讃岐百
景の一つの石門や海賊が宝を隠したといわれる合

ごうとう

戸
の穴を巡るなど、クルージングを楽しみました。

お友だちいっぱいできたよ

　水泳のシーズンを迎え、豊田小学校の全校生と保
護者が救急法の体験学習をしました。この日は、豊
田小学校の一日参観の日。日本赤十字社香川支部の
指導者を迎え、人工呼吸や心肺蘇生、ＡＥＤの使用
等について学びました。参加者全員が救急法を体験
し、大切な命について考えるよい機会になりました。

守ろう、大切な命

伊吹島で有意義な一日を体験6
27

　小学５年生を対象に実施される洋上学習があり、
１０日間で約５５０人が参加。子どもたちは、ニュー伊
吹丸に乗船し伊吹島へ。島では民族資料館で興味深
い話を聞いたりイリコ加工場を見学したり。郷土の
歴史や自然のすばらしさ、島の人たちの温かさに触
れ、有意義な一日を過ごしていました。

　自然環境を守るため実施している「海岸愛護事業
及びリフレッシュ瀬戸内」にスポーツ少年団の団員
や指導者、保護者など約５８０人が参加。ユニフォー
ム姿で有明浜や花稲漁港、一の宮海岸のごみ拾いに
汗を流しました。約１時間の作業でペットボトルや
空き缶など０．３６トンを回収し見違えるほどきれいに
なりました。

みんなで協力、地域の海岸をきれいに6
30

伊吹島の自然と歴史を堪能6
25

6
22

6
21

　たくさんの友だちとふれあおうと、毎年行われて
いる交流会で、東・西・粟井・伊吹・豊浜保育所の
５歳児47人が一の宮公園で一緒に遊びました。海で
カニやヤドカリを見つけると「見て見て！」とうれ
しそうな子どもたち。どろんこになって遊んだ後は
芝生でゲームをし、とても楽しい一日になりました。

7
3

7
25〜

みんなで協力、地域の海岸をきれいに
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平 岡 夕
ゆ

奈
な

ちゃん

父 俊輔さん　　母 香都子さん
（高屋町）

 

 

好 川 直
なお

斗
と

ちゃん

父 豊さん　　母 麻友子さん
（植田町）

土 井 柚
ゆ ず

季
き

ちゃん

父 俊典さん　　母 亜希さん
（柞田町）

片 桐 汐
せ

夏
な

ちゃん

父 寛紀さん　　母 陽子さん
（柞田町）

 
 

田 中 周
しゅう

真
ま

ちゃん

父 陸央さん　　母 紅美さん
（柞田町）

竹 川 芽
めい

那
な

ちゃん

父 響さん　　母 未貴さん
（柞田町）

満１歳の子どもを募集
　８月１日から８月３１日まで１１月生
まれの子どもを募集します。ただし、
応募多数の場合は先着順になります。

平成２２年８月生まれ

　

い
つ
ま
で
も
現
役
　
西
山　
正
美
さ
ん
（
新
田
町
）

「
俳
句
が
元
気
の
源
」

　西
山
正
美
さ
ん
は
俳
句
が
大

好
き
な
８６
歳
。
約
２０
年
前
に
俳

句
の
講
演
を
聞
い
て
か
ら
す
っ

か
り
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
教

室
に
通
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

人
の
作
品
を
読
ん
だ
り
し
て
勉

強
を
重
ね
、
今
で
は
俳
句
は
日

常
生
活
の
一
部
で
す
。
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
筆
が
進
ま
な
い

と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
む

こ
と
が
一
番
と
言
い
ま
す
。
ま

た
、
題
材
を
求
め
て
季
節
を
感

じ
な
が
ら
歩
く
散
歩
は
、
と
て

も
心
地
よ
く
大
切
な
時
間
で
す
。

　老
人
会
で
活
動
し
て
い
た
時

は
、
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
慰
問
に

行
き
ま
し
た
。
歌
や
芝
居
を
披

露
し
、
懐
か
し
い
演
目
で
は
涙

を
流
し
て
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
。
み
ん
な
が
喜

ん
で
い
る
姿
は
、
西
山
さ
ん
に

と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
す
。

　戦
争
を
経
験
し
た
西
山
さ
ん

は
、
当
時
の
こ
と
が
今
で
も
鮮

明
に
思
い
出
さ
れ
て
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
命
が
あ
り
、

日
々
の
楽
し
み
が
あ
る
こ
と
に
、

感
謝
の
気
持
ち
を
持
た
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

人
に
対
す
る
優
し
さ
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　毎
朝
、
近
く
の
神
社
へ
お
参

り
に
行
き
、
家
族
み
ん
な
の
健

康
を
願
っ
て
手
を
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
す
が
す
が
し
い
空
気
を

吸
い
な
が
ら
体
操
を
し
て
、
一

日
が
始
ま
り
ま
す
。
午
後
に
は

散
歩
に
出
か
け
、
２０
～
３０
分
か

け
て
風
景
を
眺
め
な
が
ら
歩
き

ま
す
。

　優
し
い
表
情
で
い
ろ
い
ろ
な

話
を
し
て
く
れ
る
西
山
さ
ん
。

信
頼
し
て
い
る
奥
さ
ん
が
寄
り

添
っ
て
く
れ
て
い
る
の
も
、
優

し
さ
と
元
気
の
秘
け
つ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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冷やし中華そば

　　　（４人分）

中華めん４人分、焼き豚（ロースハム）１００ｇ

卵２個、キュウリ１本、モヤシ１／２袋

ニンジン１／４本

Ａ

　水１カップ、チキンコンソメ小さじ１／３

濃い口しょうゆ大さじ２、酢大さじ１．５

砂糖小さじ１、からし少々

いりごま小さじ２

材　料

作り方

夏バテ解消のために

　蒸し暑い日が続いています。夏バテを防ぎ、夏を元

気に乗り切るためには、毎日の食生活を見直し、朝食

・昼食・夕食の三食をきちんととることが大切です。

また暑い時期は、そうめんなど単品で済ませてしまい

がちですが、おかずを加えて不足しがちな栄養素を補

うことも大切です。

　夏バテ予防のために、糖質の代謝を高めるビタミン

Ｂ１が豊富な豚肉や大豆などの食品がお勧め。ミネラ

ルが豊富な野菜もしっかりとりましょう。

　今月は、学校給食でも人気がある冷やし中華そばを

紹介します。
❶キュウリを千切りにする。

❷モヤシと千切りにしたニンジンをさっと

ゆでて冷ます。

❸薄焼き卵を焼いて千切りにし、錦糸卵を

作る。

❹焼き豚を千切りにし、フライパンで空い

りして、冷ましておく。

❺中華めんをゆでて水にさらし、ざるに打

ちあげて水切りをする。

❻Ａの調味料を合わせて、たれを作る。

❼器にゆでた中華めんを入れ、①②③④を

盛り合わせ、食べる直前に⑥のたれをか

ける。
献立
★スイートロールパン　★冷やし中華そば
★牛乳　★エビと大豆のから揚げ　★ミニトマト

み
ん
な
の
輪

ミ
ッ
キ
ー
の
会

　
　
「
絵
本
は
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
」

　幼
児
期
の
子
ど
も
に
と
っ
て

絵
本
は
と
て
も
大
切
で
す
。
子

ど
も
を
楽
し
ま
せ
た
い
時
や
何

か
を
伝
え
た
い
時
、
絵
本
は
想

像
以
上
の
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
絵
本
を
、
子
ど
も
も
大

人
も
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
る
の

が
「
ミ
ッ
キ
ー
の
会
」
で
す
。

月
に
一
度
、
大
野
原
幼
稚
園
で

園
児
の
お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
卒
園
し
た
園
児
の
お
母

さ
ん
ら
１４
人
が
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　絵
本
は
、
昔
話
や
外
国
の
話

が
翻
訳
さ
れ
た
も
の
、
七
夕
な

ど
季
節
の
行
事
、
病
気
の
話
な

ど
さ
ま
ざ

ま
。
難
し

い
と
思
い

が
ち
な
病

気
や
障
が

い
に
つ
い

て
も
、
絵

本
だ
と
多

く
の
こ
と

を
感
じ
て

く
れ
る
と

か
。
同
じ

テ
ー
マ
や

作
者
ば
か

り
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ

な
絵
本
を

選
ぶ
こ
と

で
、
子
ど

も
の
興
味

を
た
く
さ

ん
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る

工
夫
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
歌
う
場

面
で
は
実
際
に
リ
ズ
ム
を
つ
け

て
歌
う
と
、
子
ど
も
た
ち
は
と

て
も
喜
び
ま
す
。

　ま
た
、
絵
本
か
ら
子
ど
も
の

気
持
ち
を
感
じ
取
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
温
か
い
内
容
の
絵
本

を
子
ど
も
が
持
っ
て
き
た
ら
寂

し
い
の
か
な
、
な
ど
絵
本
は
大

切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

手
段
。
読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
、

子
ど
も
に
元
気
な
心
を
育
て
て

も
ら
い
た
い
と
、
活
動
を
続
け

て
い
る
ミ
ッ
キ
ー
の
会
の
皆
さ

ん
で
す
。

食育コーナー 学校給食課　☎５７−６６６０

〈大野原学校給食センターの献立より〉
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一
次
試
験

　９
月
１８
日
（
日
）

一
般
事
務
（
上
級
）
＝
４
人

土
木
＝
１
人

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
＝
８
人

看
護
師
＝
１
人

一
般
事
務
（
初
級
）
＝
２
人

船
員
＝
１
人

　８
月
１２
日
（
金
）
ま
で

　（
当
日
消
印
有
効
）

試
験
申
込
書
、
受
験
票
お
よ

び
返
信
用
封
筒
を
秘
書
課
に

持
参
ま
た
は
郵
送

試
験
案
内
は
、
総
合
案
内
所

（
本
庁
１
階
）、
秘
書
課
（
本

庁
３
階
）
、
各
支
所
市
民
係

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.city

.k
a
n
o
n
ji.

k
ag

aw
a.jp

/

秘
書
課

　☎
２３

−

３
９
１
５

　市
で
は
、
交
流
人
口
と
定
住

人
口
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
取

り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

平
成
２３
年
１
月
に
は
、
市
内
の

空
き
家
を
有
効
活
用
し
て
、
移

住
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。

　現
在
「
知
ら
な
い
人
に
貸
す

の
は
抵
抗
が
あ
る
」「
仏
壇
や
家

財
道
具
を
置
い
て
い
る
」
な
ど

の
理
由
か
ら
、
空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
物
件
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
賃
貸
・
売
買
が
可
能
な
空

き
家
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
地
域
内
に
空
き
家
が

増
え
て
く
る
と
、
治
安
の
低
下

や
景
観
を
損
な
う
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
定
期
的
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　移
住
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ

た
り
、
見
ず
知
ら
ず
の
人
が
同

じ
地
域
で
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

と
移
住
者
双
方
の
温
か
い
心
が

け
に
よ
り
、
新
し
い
交
流
が
生

ま
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　対
象
者
は
、
支
給
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
毎
年
１
回
、
８
月

に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

受
給
者
に
は
、
日
程
な
ど
の
お

知
ら
せ
通
知
を
８
月
初
旬
ま
で

に
送
付
し
ま
す
。

　届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
そ

の
年
の
８
月
以
降
の
手
当
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

受
給
資
格
の
継
続
に
必
要
な
手

続
き
の
た
め
、
必
ず
受
給
者
本

人
が
窓
口
に
来
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

　ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活

の
安
定
と
自
立
を
促
す
た
め
の

制
度

特
別
児
童
扶
養
手
当

　身
体
や
精
神
に
一
定
以
上
の

障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
を
家
庭

で
み
て
い
る
場
合
に
受
給
で
き

る
制
度

支
給
日

１２
月
９
日
（
８
～
１１
月
分
）

（
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
１１

月
１１
日
支
給
）

平
成
２４
年
４
月
１１
日

　
　
　
　（

１２
～
３
月
分
）

平
成
２４
年
８
月
１０
日

　
　
　
　（
４
～
７
月
分
）

　市
で
は
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
在
宅
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　便
利
な
制
度
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

　大
野
原
支
所
市
民
係

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
０

　豊
浜
支
所
市
民
係

　
　
　
　
　☎

５２

−

１
２
０
０

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

「
空
き
家
バ
ン
ク
」制
度

　
　
登
録
物
件
を
募
集

８
月
は
現
況
届
の
月

児
童
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

在
宅
高
齢
者
の
福
祉
制
度

サービス名 対　　象　　者 内　　　容 自己負担

訪問理美容

６５歳以上の一人暮らし、または高齢
者のみの世帯で心身の障がいや傷病
などのため理容店や美容院に行くこ
とが困難な人

男性：調髪
女性：カットと
　　　ブロー

２，６００円
（年４回以内）

寝具類等洗濯
乾燥消毒

６５歳以上の一人暮らし、または高齢
者のみの世帯で心身の障がいや傷病
などのため寝具類の衛生管理が困難
な人

寝具の洗濯・乾燥
・消毒 （３点一式
＝掛・敷布団・毛
布、４点一式＝掛
・敷布団・毛布・
マットレス）

３点一式＝６００円
４点一式＝１，０００円

（年２回以内）

おむつ支給 ６５歳以上で要介護３・４・５の在宅
高齢者

現物支給
３，０００円限度／月 　

ねたきり者在宅
介護手当支給

６５歳以上の要介護４・５の在宅高齢
者を介護している人（１カ月のうち
１５日以上在宅で介護していること）

年度末支給
５，０００円／月 　

生活管理        
指導員派遣

６５歳以上で、要介護・要支援に認定
されていない人で、日常生活での指
導などが必要な一人暮らしの在宅高
齢者

生活指導員の日常
生活上の指導・支
援

（週２時間以内）

１時間２２９円

生きがい活動    
支援通所

６５歳以上で、要介護・要支援に認定
されていない人で、家に閉じこもり
がちな在宅高齢者

趣味や創作活動、
入浴・給食サービ
スなど                    

（月２回以内）

１回 １，１３０円

緊急通報用      
電話機貸与

６５歳以上の一人暮らしで、身体上の
状況により日常生活に不安がある人
（所得税非課税世帯であること）

押しボタン式通報
装置を設置 　
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し
ま
す
。
自
立
の
た
め
の
就
業

相
談
も
受
け
ま
す
。

女
性
相
談

　夫
の
暴
力
や
離
婚
、
浮
気
な

ど
家
庭
の
問
題
、
売
春
の
問
題

な
ど
、
女
性
の
悩
み
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　
　
　☎

２３
−

３
９
５
７

家
庭
児
童
・
女
性
相
談
＝
午

前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

母
子
自
立
相
談
＝
午
前
８
時

３０
分
～
正
午

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
毎
日
）

家
庭
児
童
相
談
室
、
母
子
相

談
室
（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　下
水
道
排
水
設
備
工
事
の
設

計
・
施
工
な
ど
に
あ
た
る
責
任

技
術
者
認
定
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
指
定
工
事
店
登
録
に
は
、

こ
の
資
格
が
必
要
で
す
。

１０
月
１４
日
（
金
）

　午
後
２
時
～
午
後
４
時

　高
松
市
上
下
水
道
局

８
月
１
日
（
月
）
～
３１
日
（
水
）

　（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　下
水
道
課
庶
務
普
及
係

　
　
　
　☎

２５

−

６
８
９
０

　原
爆
死
没
者
や
先
の
大
戦
に

お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
人
々
を

追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

広
島
、
長
崎
に

　
　
　原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日

８
月
６
日
（
土
）

午
前
８
時
１５
分
か
ら
１
分
間

８
月
９
日
（
火
）

午
前
１１
時
２
分
か
ら
１
分
間

戦
没
者
を
追
悼
し

　
　
　
　平
和
を
祈
念
す
る
日

８
月
１５
日
（
月
）

正
午
か
ら
１
分
間

原
爆
被
爆
パ
ネ
ル
展
・

　
　高
校
生
平
和
ポ
ス
タ
ー
展

８
月
１１
日
（
木
）
～
１７
日
（
水
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分

　（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

　市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

　面
談
や
電
話
で
相
談
が
で
き

ま
す
。
費
用
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談

　子
育
て
の
不
安
や
子
ど
も
が

学
校
へ
行
き
た
が
ら
な
い
、
こ

と
ば
や
発
達
の
遅
れ
、
非
行
、

児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
や
家

庭
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

母
子
自
立
支
援

　母
子
家
庭
や
寡
婦
が
抱
え
て

い
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
相
談

を
受
け
、
解
決
の
お
手
伝
い
を

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

　
　
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う

あ
り
が
と
う

　ご
ざ
い
ま
し
た

専
用
電
話

子
育
て
や
女
性
の
相
談
窓
口

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

働く意欲のある高齢者の方へ…

介護員養成講習

シルバー会員募集中!

2級課程
就業・就職へのステップに

内　容　ホームヘルパーに必要な知識・技術等、訪

問介護員（２級）資格習得のための講習

期　間　８月２９日（月）～１０月５日（水）

　　　　土日祝を除く２５日間　

場　所　大野原町いきいきセンター

対　象　就職を希望する５５歳以上の方で、ハローワ

ークにおいて求職登録をしている方です

受講料　無料

定　員　２０名

受付日　８月１日（月）～（受講申込書により受付）

申込書は最寄りのシルバー人材センター・ハローワークにあります。

（社）観音寺市シルバー人材センター
お問合せ・申込先　☎２４－０４１９

文
化
振
興
基
金
へ
の
寄
附

　
　

 

　松
原

　潔
さ
ん

熱中症とは
　室温や気温が高い中での作業や運動により、体
内の水分や塩分などのバランスが崩れ、体温の調
節機能が働かなくなる病気です。体温上昇やめま
い、体がだるい、けいれん、意識の異常などさま
ざまな症状をひきおこします。家の中でじっとし
ていても、熱中症になる場合があるので、注意が
必要です。

熱中症予防のポイント
○部屋の温度をこまめにチェック
○室温が２８℃を超えないようエアコンや扇風機を

上手に使う
○こまめに水分補給
○外出するときは、体をしめつけない涼しい服装

で、日よけ対策をする
○無理をせず、適度に休憩
○日ごろから栄養バランスが良い食事と体力づくり

熱中症を予防して元気な夏を！
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認
用
適
額
度
限
「
に
時
院
入

負
準
標
・
用
適
額
度
限
「」
証
定

機
療
医
を
」
証
定
認
額
減
額
担

の
で
口
窓
、
と
る
す
示
提
に
関

ま
額
度
限
担
負
己
自
が
い
払
支

認
に
前
院
入
。
す
ま
り
な
に
で

。
い
さ
だ
く
て
し
を
請
申
の
証
定

異
り
よ
に
分
区
用
適
は
額
度
限

世
税
課
非
税
民
住
。
す
ま
り
な

も
代
事
食
の
時
院
入
は
人
の
帯

。
す
ま
れ
さ
額
減

７０

の
上
以
歳

人
の
帯
世
税
課
非
税
民
住
は
人

。
す
で
要
必
が
証
定
認
み
の

の
も
な
要
必
に
請
申○

証
者
険
保
被
険
保
康
健
民
国

○

ん
か
印

○

去
過
で
帯
世
税
課
非
税
民
住１２

が
数
日
院
入
の
月
カ

９０
日日

院
入
、
は
き
と
る
え
超
を

領
（
類
書
る
き
で
認
確
を
数

）
ど
な
書
収

所
場
請
申

）
階
１
庁
本
（
課
進
増
康
健

口
窓
保
国
係
民
市
所
支
各

限
期
効
有
の
証
定
認

　

翌
ら
か
日
初
の
月
た
し
請
申

月
４
（
で
ま
日
末
月
７
の
度
年

場
た
し
請
申
に
で
ま
月
７
ら
か

）
日
末
月
７
の
年
の
そ
、
は
合

　

月
７
も
人
る

３１

限
期
効
有
が
日

申
度
再
は
合
場
な
要
必
。
す
で

。
い
さ
だ
く
て
し
請

し
納
滞
を
税
険
保
は
証
定
認

場
い
な
れ
さ
付
交
と
る
い
て

。
す
ま
り
あ
が
合

適
と
る
あ
が
動
異
の
内
帯
世

あ
が
合
場
る
わ
変
が
分
区
用

し
を
出
け
届
ず
必
、
で
の
る

。
い
さ
だ
く
て　

係
険
保
康
健
民
国
課
進
増
康
健

　
　
　
　
　

☎
２３

－

７
２
９
３

　
成
平

２３

非
が
税
民
住
の
度
年

、
は
人
る
す
属
に
帯
世
の
税
課

適
降
以
日
１
月
８
と
る
す
請
申

度
限
療
医
者
齢
高
期
後
「
の
用

認
額
減
額
担
負
準
標
・
用
適
額

。
す
ま
れ
さ
付
交
が
」
証
定

　

を
証
定
認
の
こ
、
に
時
院
入

示
提
に
口
窓
の
ど
な
関
機
療
医

事
食
や
金
担
負
部
一
、
と
る
す

病
養
療
。
す
ま
れ
さ
額
減
が
代

険
保
康
健
民
国

額
担
負
準
標
・
用
適
額
度
限

　
　
　
　
　
　

証
定
認
額
減

食
、
は
人
る
い
て
し
院
入
に
床

の
る
な
異
と
表
左
が
ど
な
代
事

。
い
さ
だ
く
て
せ
わ
合
い
問
で

の
も
な
要
必
に
き
続
手○

証
者
険
保
被

○

ん
か
印

○

平
、
が
員
帯
世
は
た
ま
人
本成

２３

に
内
市
に
日
１
月
１
年

、
は
合
場
い
な
い
て
し
住
在

成
平
の
人
の
そ

２３

課
非
度
年

書
明
証
税成

平

２２

成
平
（度
年

２２

１
月
８
年

２３

月
７
年

３１

に
）
日

人
た
い
て
け
受
を
付
交
の
証
定
認

　
成
平

２３

象
対
て
い
つ
に
度
年

手
、
は
人
す
た
満
を
件
要
の
者

定
認
い
し
新
。
す
で
要
不
き
続

。
す
ま
し
送
郵
に
旬
下
月
７
は
証

　

申
未
得
所
に
帯
世
、
し
だ
た

告
申
、
は
合
場
る
い
が
人
の
告

定
認
で
課
進
増
康
健
、
後
た
し

。
い
さ
だ
く
て
し
を
請
申
の
証

　

が
数
日
院
入
が
人
の
Ⅱ
分
区

９０

保
被
、
は
合
場
た
え
超
を
日

を
数
日
院
入
、
証
定
認
る
い
て

参
持
を
等
書
収
領
る
き
で
認
確

さ
だ
く
て
し
請
申
度
再
、
上
の

。
い

　

係
療
医
課
進
増
康
健

　
　
　
　
　

☎
２３

－

７
２
９
３

　

療
医
者
齢
高
期
後
県
川
香

　
　
　
　
　

局
務
事
合
連
域
広

７
８
０
☎

－

１
１
８

－

６
６
８
１

度
制
療
医
者
齢
高
期
後

額
担
負
準
標
・
用
適
額
度
限

　
　
　
　
　
　

証
定
認
額
減

区　　　分
食事代
（１食分）

自己負担
限度額
（１カ月）

一　　　般 ２６０円 ４４，４００円

Ⅱ

過去１年の合計入院日数が
９０日（注）以内の場合

２１０円

２４，６００円
過去１年の合計入院日数が
９０日（注）を超える場合

１６０円

Ⅰ １００円 １５，０００円

区分Ⅱ＝世帯員全員が住民税非課税で、区分Ⅰに該当しない人

区分Ⅰ＝世帯員全員が住民税非課税で、世帯員全員の各所得金額

　　　（年金所得は控除額を８０万円として計算）が０円の人

（注）申請月から過去１年以内で、区分Ⅱの限度額適用・標準

　　　負担額減額認定を受けていた期間の入院日数

（注１）Ａ＝国保税の算定の基礎となる国保加入者全員の基礎控除後の

　　　　　　「総所得金額」の合計が６００万円を超える世帯

　　　　Ｂ＝Ａ以外の住民税課税世帯

　　　　Ｃ＝住民税非課税世帯

（注２）過去１２カ月に一つの世帯で４回以上限度額を超えた場合の４回

　　　　目以降

（注３）過去１２カ月の入院日数が９０日を超え、長期認定を受けた場合

　　　　（申請が必要）

適用区分、自己負担限度額および１食当たりの食事代（７０歳未満）

適用区分
（注１）

自己負担限度額（月額） 入院時の
食事代
（１食分）３回目まで

４回目以降
（注２）

Ａ：上位所得者
１５０，０００円＋

）円０００，００５－費療医（
　　　　　　　×１％

８３，４００円

２６０円

Ｂ：一般
８０，１００円＋

）円０００，７６２－費療医（
　　　　　　　×１％

４４，４００円

Ｃ：住民税
　　非課税世帯

３５，４００円 ２４，６００円

２１０円

１６０円
（注３）
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地域包括
支援センター

種　類 平成２２年 平成２３年 増　減

可燃ごみ 993.18 1,006.21 13.03

新　　聞 22.76 22.60 △ 0.16

雑誌・ざつ紙 24.55 29.34 4.79

段ボール 17.07 17.81 0.74

　９
月
５
日
（
月
）
～
２０
日
（
火
）

　（
当
日
消
印
有
効
）

　生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

　野
焼
き
は
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で

原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
田
や
畑
で
野
焼
き
を
す
る

と
、
周
辺
の
家
で
洗
濯
物
が
汚

れ
た
り
部
屋
の
中
に
煙
が
入
り

臭
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

火
災
の
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　他
の
方
法
で
の
処
分
を
考
え
、

野
焼
き
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　高
齢
介
護
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

９
月
６
日
（
火
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ

ー
ル

基
調
講
演
「
災
害
の
基
礎
知

識
と
災
害
の
備
え
」
、
事
業

説
明
「
障
害
者
や
要
介
護
者

の
災
害
対
策
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
」

　１
２
０
人

　西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
安
全
・

　安
心
対
策
班
☎
２５

−

４
０
６
６

　観
音
寺
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
４

作
品
展

　８
月
５
日
（
金
）
～
７
日
（
日
）

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

　（
７
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

観
音
寺
市
中
央
公
民
館
、
共

同
福
祉
施
設
、
働
く
婦
人
の

家
、
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

陶
芸
、
皮
革
工
芸
、
ち
ぎ
り

絵
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
、
押
し
花
、
油
絵
、
か
な

書
道
、
て
ん
刻
、
ア
ー
ト
フ

ラ
ワ
ー
、
初
心
者
書
道

合
同
芸
能
発
表
会

　８
月
７
日
（
日
）

　午
後
１
時
～
午
後
４
時

共
同
福
祉
施
設
軽
運
動
室

く
ら
し
の
作
法
、
ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
、
い
き
い
き
コ
ー
ラ
ス

教
室
、
マ
ジ
ッ
ク
教
室
、
ピ

ア
ノ
教
室
、
中
国
伝
統
呉
式

太
極
拳
、
民
謡

　子
ど
も
た
ち
の
俳
句
を
、
絵

手
紙
風
に
し
て
く
れ
る
人
を
募

集
し
ま
す
。
俳
句
と
色
紙
は
９

月
下
旬
に
渡
し
ま
す
。

　
　水
彩
画

　一
人
２
枚
（
先
着
３０
人
）

　８
月
３１
日
（
水
）
ま
で

　
　
　
　
　
　１１
月
１５
日
（
火
）

　
　生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

　

１１
月
１９
日
（
土
）・
２０
日
（
日
）

19

規
定

試
験
日

作
品
提
出
期
限

災
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
Ｉ
Ｎ
観
音
寺

市
民
講
座

作
品
展
・
合
同
芸
能
発
表
会

協
力
し
て
く
だ
さ
い

　
違
法
な
野
焼
き
禁
止

地
ち い き

域包
ほうかつ

括支
し え ん

援センターに相談してください！

権利を守ること

さまざまな相談ごと

介護や健康のこと

子
ど
も
た
ち
の
俳
句
を

絵
手
紙
に
し
て
み
ま
せ
ん
か

平
成
２３
年
度
第
２
回

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

地域包括支援センターは、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で安心して生
活できるように、介護や福祉、健康、医療などさまざまな面から高齢者や
その家族を支えています。いろいろな相談ごとを主任ケアマネージャーや
保健師、社会福祉士などが連携をとりながら問題解決に努めています。

・総合相談
・近所の一人暮らしの高齢

者が最近閉じこもりぎみ
で心配です　　　など

・高齢者が虐待されているかもし
れない…どうしたら…

・財産管理に自信がなくなった
・悪質な訪問販売の被害にあった

　　　　　　　　　　など・介護サービスを利用したい
・要介護認定を受けたい
・今の健康を維持したい
　　　　　　　　など

毎日の生活の中で、困ったことや心配ごと、不安なことがあれば何でも

（単位：トン）ごみの収集状況（６月）

問い合わせ先：高齢介護課地域包括支援センター　☎２３−３９６８
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海
上
保
安
大
学
校
学
生

気
象
大
学
校
学
生

１０
月
２９
日
（
土
）、
３０
日
（
日
）

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
人
お
よ
び
同
等
の
資

格
を
有
す
る
人
（
平
成
２４
年

３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

８
月
２５
日
（
木
）
～
９
月
６
日
（
火
）

（
当
日
消
印
有
効
）

人
事
院
四
国
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
３
１

−

４
７
６
５

 

　健
康
で
楽
し
い
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
健
康
な
歯
を
維
持

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　歯
周
病
は
自
覚
が
な
く
進
行

し
、
歯
を
失
う
原
因
に
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
歯
周
疾
患
の
検
診
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　８
月
１
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　９
月
３０
日
（
金
）

「
歯
周
疾
患
検
診
実
施
医
療

機
関
」
の
表
示
が
あ
る
市
内

の
歯
科
医
院

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
て
本
年
度
に
４０
歳
・
５０

歳
・
６０
歳
・
７０
歳
に
な
る
人

１
、
０
０
０
円

（
７０
歳
の
人
は
無
料
）

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

８
月
１９
日
（
金
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

３０
分

午
後
零
時
３０
分
～
午
後
４
時

観
音
寺
市
役
所
ロ
ビ
ー

観
音
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
お
願
い

　安
全
な
輸
血
を
す
る
た
め
、

４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

腎
臓
病
教
室

テ
ー
マ
／
腎
臓
病
と
サ
プ
リ
メ

ン
ト
／
社
会
福
祉
制
度
／
腎

不
全
の
治
療
法

　８
月
１８
日
（
木
）

　午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

男
性
の
調
理
実
習

テ
ー
マ
／
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
簡

単
な
調
理

　８
月
３
日
（
水
）

　午
前
１０
時
～
午
後
零
時
３０
分

　実
費
６
０
０
円

　各
教
室
と
も
予
約
が
必
要

　三
豊
総
合
病
院
企
業
団

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

５２

−

２
７
２
６

９
月
１０
日
（
土
）

午
後
６
時
受
け
付
け

市
民
会
館
前
集
合
～
不
動
の

滝
往
復

市
民

懐
中
電
灯

２
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

９
月
２
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

一
般
曹
候
補
生

　
　
　
　９
月
１７
日
（
土
）

　１８
歳
以
上
２７
歳
未
満

　（
新
卒
者
を
含
む
）

航
空
学
生

　
　
　
　９
月
２３
日
（
祝
）

　１８
歳
以
上
２１
歳
未
満

　（
新
卒
者
を
含
む
）

自
衛
官
候
補
生

　１８
歳
以
上
２７
歳
未
満

　（
新
卒
者
を
含
む
）

　８
月
１
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　９
月
９
日
（
金
）

　自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　☎

２５

−

６
１
２
２

　県
内
企
業
が
一
堂
に
会
し
て

面
接
を
行
う
「
就
職
面
接
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

８
月
２３
日
（
火
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
展
示
場

中
途
採
用
希
望
者
、
来
年
３

月
に
大
学
等
を
卒
業
す
る
人

香
川
県
労
働
政
策
課

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
３
６
８

歯
周
疾
患
検
診

献
血
の
お
知
ら
せ

三
豊
総
合
病
院
企
業
団

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

　
　
「
お
月
見
ハ
イ
キ
ン
グ
」

か
が
わ
ー
く
フ
ェ
ア

　
　
　
（
就
職
面
接
会
）

国
家
公
務
員
等
採
用
試
験

ス ポ ー ツ 行 事

第
一
次
試
験

自
衛
官
採
用
試
験

一
次
試
験

一
次
試
験

月　日 行　　　事

８／１４ 第７９回市内卓球リーグ戦
９：００～／市立総合体育館

２０・２１ 三観地区中学校新人強化大会（軟式野球）
９：００～／総合運動公園

２１ 第３９回小学生バレーボール香川大会
９：００～／市立総合体育館（ほか県内５会場）

２８ チャリティーソフトバレーボール大会
９：００～／市立総合体育館

９／３ 第５７回三観広域陸上競技選手権大会
９：００～／総合運動公園

３ 第１０回体操・新体操演技発表会
８：３０～／市立総合体育館

４ 第４８回燧洋杯近県中学校ソフトテニス大会
９：００～／総合運動公園

４・１８ 第６回観音寺市招待軟式野球大会
９：００～／総合運動公園

９ 第２５回市長旗争奪ゲートボール大会
８：００～／総合運動公園

１０・１１ 四国アイランドリーグｐｌｕｓ２０１１コカ・コーラ杯
１３：００～／総合運動公園



四国まんなかイベントだより

いけだ阿波おどり２０１１
前夜祭

８月１３日（土）

午後７時～午後８時３０分

三好市池田総合体育館

５００円（中学生以下無料）

いけだ阿波おどり

８月１４日（日）～１６日（火）

午後７時～午後１０時３０分

ＪＲ阿波池田駅周辺

一般＝５００円、小学生＝３００円

三好市観光案内所　☎０１２０－４０４－３４４

三好市観光課　☎０８８３－７２－７６２０

８月６日（土）午後４時～午後９時３０分
大野原中央公園
あんぱんまんショー
エレキバンドライブ
福投げ抽選会
うなぎのつかみ取り
総踊りなど
大豊商工会
☎５４－２１５９

８月７日（日）午前９時～午後３時
豊浜町一の宮海岸
ビーチサッカー大会
アクロバットセスナ
ＢＭＸ　ＳＨＯＷなど
大豊商工会
☎５４－２１５９
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０
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サマーフェスティバル・イン・大野原
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次
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書
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性
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有料桟敷席（栄町演舞場）
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　障
が
い
が
あ
る
人
や
お
年
寄

り
、
子
ど
も
な
ど
み
ん
な
で
楽

し
め
る
空
間
を
作
ろ
う
と
、
ふ

れ
あ
い
夜
市
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
２０
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
８
時
３０
分

柳
町
通
り
商
店
街

バ
ザ
ー
、
文
化
ス
テ
ー
ジ
、

ス
ト
リ
ー
ト
棒
高
跳
び
シ
ョ

ー
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屋
台
、
科
学
体
験
な
ど

ふ
れ
あ
い
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市
実
行
委
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会
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☎
０
８
０
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４
０
５
２

−

２
１
３
８

８
月
１７
日
（
水
）
～
１９
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

８
月
１６
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
に
就
農
を
予
定
し
て
い

る
人
お
よ
び
就
農
５
年
以
内

の
農
業
者
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０
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稚
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駐
車
場
は
観
音
寺
東
小
学
校

運
動
場
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、
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魚
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楽
し
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選
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市
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視
覚
障
が
い
者
や
目
に
不
自

由
さ
を
感
じ
て
い
る
人
を
対

象
に
福
祉
機
器
展
示
会
や
日

常
生
活
等
の
各
種
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
盲
導
犬
体
験
歩
行
会

な
ど

無
料

香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
１
２

−

５
５
６
３

図書館だよりLibrary News

休館日　　中央・大野原・豊浜図書館　　1・8・15・22・29日

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

大野原図書館行事予定

★おはなし会
★古典文学講座

６日（土）　午後２時～午後３時
20日（土）　午前９時30分～午前11時30分

 豊浜図書館行事予定

６日（土）　午後１時30分～午後２時30分
　　　　　８の字かざぐるまをつくってあそぼう！
20日（土）　午後１時30分～午後２時
　　　　　大型絵本「ねずみのかいすいよく」ほか

夏休みの宿題おたすけコーナー

「スラスラ書ける読書感想文」

 

夏休みの宿題に役立ててください

夏休みのおすすめ本

６日（土）　午後１時30分～午後２時10分
27日（土）　午後１時30分～午後２時10分
18日（木）　午後２時～「おまえうまそうだな」入場無料
19日（金）　午後１時30分～
　　山折哲雄著　わたしが死について語るなら（ポプラ社）

★おはなし会

★子ども映画会
★つぼみ愛書会８月例会

中央図書館行事予定

今月の人口
（７月１日現在）

人　口

男

女

世帯数

63,608 人

30,598 人

33,010 人

23,482 世帯

事
例

○

職
場
や
自
宅
に
投
資
用
マ
ン

シ
ョ
ン
の
勧
誘
電
話
が
し
つ

こ
く
か
か
っ
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き
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っ
て

い
る
。
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断
っ
た
の
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れ
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。
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こ
ろ
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時
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束

さ
れ
た
上
、
脅
さ
れ
て
仕
方

な
く
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約
し
て
し
ま
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　買
う
気
が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ

り
断
り
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
り

ま
し
ょ
う
。
断
っ
た
時
に
「
話

も
聞
か
ず
電
話
を
切
る
の
は
無

礼
だ
！
行
く
か
ら
会
え
！
」
な

ど
と
怒
鳴
ら
れ
て
も
、
買
う
気

が
な
い
な
ら
決
し
て
応
じ
な
い

こ
と
。
断
っ
た
人
へ
の
再
勧
誘

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　☎
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−
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３
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ち
ふ
ら
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祉
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タ
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０
１
１

（小学校１・２年、３・４年、５・６年生向け）
企画・監修：上條晴夫　　出版：永岡書店

★工作教室
　　　　　　
★おはなし会

ふ
れ
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い
夜
市
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０
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就
農
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談
窓
口
の
設
置
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資
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の

　
　
　
　
　
勧
誘
電
話
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１０日（水）・２４日（水）午前

１０時〜正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護

士が相談に乗る

人権相談　☎２３−３９２８　 観音寺　 １２日（金）午前１０時〜午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　１１日（木）午前

　１０時〜午後３時 　大野原いきいきセンター／豊浜 ９

日（火）午前１０時〜午後３時　豊浜福祉会館老人談話室
年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　　１７日（水）午前１０時〜午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年
金事務所の相談員が相談に乗る　要予約　日本年金機
構善通寺年金事務所

家庭児童相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日
午前８時３０分〜午後４時　社会福祉センター家庭児童
相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日
午前８時３０分〜正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　 　１０日（水）午後１時３０分〜午後
５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相
談員が相談に乗る　要予約

行政相談　☎２３−３９１５　 　１９日（金）午後１時３０分〜午後
４時　働く婦人の家

家事手続案内　☎２５−２６１９　　 土・日、祝日を除く毎日
午前９時〜午前１１時３０分、午後１時〜午後４時３０分
　高松家庭裁判所観音寺支部

法律相談　☎２５−７７７３　　 相談は先着１２人　９日（火）・
２３日（火）午前１０時〜午後３時　社会福祉センターふれ
あい相談室　弁護士が相談に乗る

心配ごと相談　大野原☎５４−５７１４ 　　４日（木）・１８日（木）
　午前１０時〜正午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−

１２１２　２日（火）・１６日（火）午前１０時〜正午　豊浜福祉
会館老人娯楽室

ふれあい福祉相談　☎２５−７７７３　 　土・日、祝日、法律
相談日を除く毎日午後１時〜午後３時　社会福祉セン
ターふれあい相談室　相談員があらゆる相談に乗る

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　  ４日（木）・１８日（木）午前
１０時〜正午  　社会福祉センター身障者会議室／大野原
☎５４−５７００　　４日（木）午前１０時〜正午　 大野原いきい
きセンター会議室／豊浜☎５２−１２００ 　相談員が電話で受
付、家庭へ訪問。支所などでの相談もできる

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　
　３日（水）午前９時３０分〜午後５時　観音寺市中央公
民館２階会議室　就職相談など　１５歳〜おおむね３９歳
の人とその家族　無料

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日、祝日を
除く毎日午前９時〜午後４時　市社会福祉協議会

少年問題相談やまびこ　☎２３−０９００　　土・日、祝日を
除く毎日午前８時３０分〜午後５時　少年育成センター

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　２１日（日）午前１０時〜午
後４時　大野原いきいきセンター

市長相談　☎２３−３９１５　 　随時受け付け　要予約

時
所 講

時
所 時

所 時
所

時
所 講

申

時
所

時
所

時
所 講

時
所

時

所
数 時
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時 所
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所
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所
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内 対
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時

時
所

所
時

所
受 

講

時 所

準
備
の
ポ
イ
ン
ト

○

停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や

携
帯
ラ
ジ
オ
の
準
備

○

避
難
に
備
え
、
貴
重
品
な
ど

の
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

○

窓
や
雨
戸
な
ど
の
補
強

○

家
族
と
の
連
絡
方
法
の
確
認

○

避
難
場
所
の
確
認

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

6
30 

火
災

救
急

１
、１
２
８
件

１８
件

　

　　
火
災

救
急

香典返し

大森　丈夫＝

橋本　稔　＝

三好　治夫＝

渡 　章　＝

加地理一郎＝

松原　潔　＝

澁谷　敏郎＝

合田　桂子＝

長谷川　剛＝

井元　浩司＝

川上　泰則＝

大野原町大野原

本 大 町

大野原町中姫

植 田 町

大野原町大野原

池之尻町

出 作 町

豊浜町和田浜

中田井町

瀬戸町一丁目

豊浜町和田

　毎
年
、
８
月
か
ら
９
月
ご
ろ

に
か
け
て
台
風
が
接
近
し
、
各

地
に
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。
台
風
の
強
い
風
や

大
雨
に
よ
っ
て
、
洪
水
や
土
砂

災
害
、
高
潮
、
高
波
な
ど
が
起

こ
り
ま
す
。

　洪
水
は
、
大
雨
な
ど
で
河
川

の
水
が
あ
ふ
れ
た
り
、
堤
防
な

ど
が
決
壊
し
た
り
し
て
水
が
流

れ
出
て
被
害
を
与
え
ま
す
。
土

砂
災
害
は
、
大
雨
で
地
盤
が
緩

み
、
が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
、

土
石
流
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

ま
た
高
潮
は
、
台
風
な
ど
の
気

圧
降
下
や
強
風
で
、
海
面
が
普

段
以
上
に
大
き
く
持
ち
上
げ
ら

れ
沿
岸
に
押
し
寄
せ
る
も
の
で

す
。　台

風
や
大
雨
な
ど
は
地
震
と

違
っ
て
、
あ
る
程
度
の
予
測
が

つ
き
ま
す
。
気
象
情
報
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

８月の納税・納付

市民税・県民税　　　　　（２期）
後期高齢者医療保険料　　（２期）

納期限　８月３１日（水）
納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

６月１日～３０日（敬称略）

台
風
に
対
す
る
備
え



7

14

21

28

4

11

18

25

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

6

13

20

27

5

12

19

26
10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 14:00

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

のびのび教室

献血

あぶあぶひろば

プレママ広場

あぶあぶひろば

のびのび教室

健康栄養相談

１０カ月児相談

ぴよぴよクラブ
  茶話会
シニアエアロビクス

24

８

いき

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 14:00

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:00

３歳児健診

若返り教室

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

いき はつらつ会

もぐもぐレッスン
9:00 ～ 11:00

10:00 ～ 11:30

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:30

さわやか栄養教室

育児相談

ふれあい広場

9:00 ～ 13:00

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

ふれ

いき はつらつ会

３歳児健診
9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

  9:30 ～ 11:30
12:30 ～ 16:00

はつらつ会

骨密度測定

ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 16:00

ふれあい広場

若返り教室

1歳６カ月児健診

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 14:15

育児相談

あぶあぶひろば
9:30 ～ 11:00

10:00 ～ 12:00
運動器具を使って

健康づくり・体力づくりを
しましょう！
火～日曜日（祝日休み）
  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

共福

宮崎内科医院

三豊総合病院

ひまわり調剤薬局三豊

観音寺町（大和）☎25－1280

豊浜町　☎52－3366

豊浜町    ☎52－5100

医

歯

薬

いきいき

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室
13:30 ～ 15:00

いき

ふれ

ぴよぴよクラブ

　茶話会

３カ月児健診

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

いき

ぴよぴよクラブ

共同福祉施設軽運動室
働く婦人の家
伊吹公民館
市民会館第３会議室
市役所ロビー
常磐総合
コミュニティセンター
愛育会行事

9:30 ～ 11:30
いき

保

10:00 ～ 12:00
保

保

　脚
きゃくぶ

部のみの出土ですが、

四つの爪
つめじょう

状のものがあり、

脚
あし

の先まで細かく造形さ

れています。これは鳥
とりがた

形

埴
はにわ

輪ではないかと推測さ

れます。鳥は、夜明けを

告げる「鶏
にわとり

」なのでしょうか。あるいは神の使いの「水
みずどり

鳥」

なのでしょうか。
生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

丸山古墳④（室本町）

市内の古墳を
紹介します

(旧観音寺市Ｈ22年10月生まれ）

保

豊福

愛

愛

常

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:30

いき

いき

ゆう酸素リフレッシュ体操

健康栄養相談

ふれあい広場

のびのび教室

9:00 ～ 11:30

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

共福

ふれ

ふれ

豊福

石川医院

森歯科医院

ひまわり調剤薬局大野原

快生堂豊浜調剤薬局

大野原町☎54－5511

昭和町　☎25－2077

大野原町☎56－4120

豊浜町   ☎56－3260

医

歯

薬

今滝医院

みやざき歯科医院

小松薬局

第健調剤薬局

粟井町    ☎27－6218

詫間町   ☎83－7222

本大町　☎25－0116

豊浜町   ☎56－3477

医

歯

薬

中央クリニック

ウキタ歯科医院

フジヤ中央調剤薬局

ケイ・アイ薬局

観音寺町（中央）☎25－0755

観音寺町（大和）☎23－3123

観音寺町（中央）☎57－6800

豊浜町   ☎52－1818

医

歯

薬

保

10:00～12:00

10:00～12:00

13:30～15:00

保

いき 保

いき はつらつ会

健康栄養相談
9:00～11:00

9:30～11:00
豊福

スマイルツインズ
13:30～15:30

保

健康相談
13:00 ～ 14:30

伊

市 3

ふれ

市口

あぶあぶひろば

10カ月児相談

保

（ 大 野 原 町・ 豊 浜 町
Ｈ２2年10月11月生まれ）

いき

いき

保要予約

（旧観音寺市 H23 年 5 月生まれ）

ふれあい広場

のびのび教室
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

いき 働
伊

市口
市 3

常

愛

休日当番医
休日当番歯科医

（9:00 ～12:00）
休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

医
歯

薬
保
いき
ふれ
豊福

（大野原町・豊浜町Ｈ19 年
12月H20 年1月2月生まれ）

豊福

共福

ふれ

保

（旧観音寺市 H20 年 1月生まれ）

（旧観音寺市 H22 年 1月生まれ）

４　　５　　６　　７１　　　２　　　３

８月

月 水火

松山競輪Ｓ級シリーズ
場外

第27回全日本選抜競輪
（岸和田競輪）場外

金木

１０　　   １１　   　１２ １３　１４　１５　１６月

小田原競輪開設62周年記念
場外

広島競輪Ｓ級シリーズ
場外

水 木 金 火土 日

システム移行工事のため開催休止

１７　〜 ２８水 日 ３１　水

第54回オールスター競輪
（岐阜競輪）場外

土 日
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